
「データ・アーカイブの整備」に係る主な論点（案） 

 

 

１ データ・アーカイブの設置の在り方 

1-1 設置形態（分散型か集中型か等）、体制 

1-2 対象となる統計調査の範囲 

1-3 寄託する個票データ等の範囲 

1-4 個票データ等の寄託方法 

1-5  個票データ等の保管方法（リアルタイム・データベースの必要性やその基準

の作成等） 

1-6 個票データ等の利用方法 

1-7 役割とオーダーメード集計の提供等との関係 

1-8 国家記録の保存機関（国立国会図書館、国立公文書館等）や学会との役割分

担 

 

２ 中期的な整備の進め方（工程表） 

    

  

３ 各府省における調査票情報の保存方法の在り方 

3-1  各府省における調査票情報の保存方法（保存データの種類、期間、関係規定・

保存期限の内容、経年劣化の状況等） 

3-2 新統計法の規定との関係 

3-3 望ましい保存方法の在り方、基準 

 

資料５ 


